


 

｢アリスの飛行船｣が再離陸して１０年の歳月が流れました。 

２００１年の復活、そして大ホールツアー。 

各会場で飛行船再離陸のお知らせが書かれたチラシを配り、 

それを見た多くのアリスファンが飛行船のホームページに訪れ、 

１００万を超えるアクセスになりました。 

 

みなさんのおかげで１０年、飛行船は飛び続けてきました。 

ありがとうございます。 

 

今日はアリスの４０回目の誕生日。 

みなさんと一緒にお祝いしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１１年１２月２５日 



 

 

 

忙しい仕事の合間に時間を取っていただき、アリスリ

ターンズのツアーの思い出、そしてソロ活動に戻って

のお話を伺ってきました。 

きんちゃんが元シグナルの住出勝則さんと滝ともはる

さんと新グループ｢ＨＵＫＵＲＯＨ｣を結成。目黒ブル

ースアレイでのライブを突撃レポートしました。 

２００１年７月１１日にホームページを開設してから

１０年で、アクセス数が１００万を突破しました。船

員のみなさんのおかげです。ありがとうございます。 
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アリスの飛行船の会報でべーやん

のインタビューが行われたのは第

６１号、１９９３年のこと。 

じつに１８年振りとなったインタ

ビューは都内の某所で、べーやん

の仕事の合間に行われました。 

今回のインタビューでは２００９

年のアリスツアーとその後のソロ

活動という、２つの主題でお話を

うかがってきました。 

 

 

 

まずは２００９年のアリスツアー

ですが、これはまず７月２０日の

神田共立講堂から始まって。。。

かなり特別なステージだったと思

いますが。 

 

べーやん 

そうですねぇ。 

あれはお願いして。。。聞いたら、

あれは部外には貸し出さないとい

うことで。 

 

大学の施設でしたよね。 

 

べーやん 

そうなんです。 

部外に貸し出すと、例えば営利目

的だったりとか、そういうことに

なっちゃうんで、貸し出しはしな

いということだったんです。 

一時は（コンサートの）メッカで

ねぇ。。。僕らの頃は普通にやっ

てましたけど。 

 

神田共立講堂でやろうと言うのは

誰から出てきた話なんですか？ 

 

べーやん 

これはもう全員で。 

まぁ、一番。。。僕らの時代に馴

染み深いところということで。 

ある種のフォークの殿堂というか、

エポック的な所というは共立講堂

なんですよ。 

それで僕らも、あの年代に頑張っ

たあそこでやろうという話になっ

たんです。 
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確かに、学生向けだから椅子とか

狭いですよね。 

今考えるとね。 

 

そうでしたね。トイレもいかにも

学校って感じでしたし。 

 

べーやん 

そうそうそうそうそう。 

女性の方は特に大変だったみたい

ですね。 

なんせ、やっぱり造りが古くて。。。

中はあまりいじってなくてね。 

リニューアルじゃないけど、補修

はしてあるみたいですけど、外観

とかそのまんまで。 

看板の字とかもそのまま残してあ

るし。 

渋谷公会堂が C.C.Lemon になっ

ちゃったり、いろいろ変わったけ

ど、あそこは変わらない。 

 

他のホールと違った思い入れとか

ありましたか？ 

入った瞬間に感じたものとか。 

 

べーやん 

関西だと神戸の国際会館とか思い

出深いところだけど、東京だとね

ぇ。。。どうしても神田共立講堂

ですよねぇ。 

２８年ぶりの全国ツアーの前夜祭

としては、ちょうど良い、自分た

ちのヒストリーじゃないけど。。。

それを物語るのにはふさわしい場

所じゃないかなと思いますね。 

あそこで（東京で）初めてのワン

マンのリサイタルをやってね。 

あの当日の事はすごく良く憶えて

いるんですよ。 

楽屋口の中階段のあたりから。。。

表からずぅ〜っと裏口を通って、

みんな列になっているんですよ。 

その間をギター持って、「すいま

せ〜ん」とかって言いながら通っ

ていくんですよね(笑)。 

「何なんだろう今日は？」って、

そんなの見たことないから。。。 

「うちだよ、うち」なんて言われ

て、「すごい入ってるねぇ」って。 

まぁ、その日は満杯でしたけどね。 

そういう思い出が重なり合って、

メンバー３人ともすごい思い出じ

ゃないですかねぇ。 

 

今日、このインタビューの前に神

田共立講堂の前夜祭をＤＶＤで観

てからきたんですけど。 

３人がほんとにうれしそうにして

るなっていう印象が強くて。。。 

今回演奏していて、楽しかったで

すか？ 

 

べーやん 

あ〜、もう楽しかったです。 

最初はね、体力的にというか。。。

精神的には大丈夫なんですけどね。 

こんなステージできんのかなぁ〜

と思って。。。 

あんなにこうメドレーで、ほぼあ

の頃と同じキーでやるってのいう

のは。 

 

曲も割と初期の頃の曲が多かった

ですよね。 

 

べーやん 

そうですねぇ。ほんとに初期の頃

に徹してやろうと。。。 

最初の頃にファンになってくれた

人にはすごく懐かしかったんじゃ

ないかな。 

そういう選曲でした。 

 

３人だけで演奏してみて、いかが

でしたか？ 

 

べーやん 

みんな、歳をとったなぁっていう

か。。。 

すごく良い思い出がよみがえって

きました。 
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勝手な話ですけど、私たち飛行船

としては、「アリスの飛行船」を

歌ってくれたのがうれしかった。 

別に私たちに絡んでいるんじゃな

いだろうなと思いながらも、やっ

ぱりうれしかったです。 

 

べーやん 

あ〜、やっぱりテーマソングです

もんね(笑)。 

あれは楽しかったですよね。 

ああいうのばっかりでもよかった。 

 

 

 

 

売れる前から知っている人と売れ

てからを知っている人がいるから、

日ごとに分けられるといいのにね

ってきんちゃんと話をしたことが

あったんですよ。今日は古いの、

明日は新しいのって。 

きんちゃんは、「それって練習で

きないよぉ」って言っていました

が。。。 

べーやん 

確かにリハが大変ですねぇ。。。

まぁ、頭を切り替えればいいんで

すけどねぇ。 

ＯＬＤ月間とかＮＥＷ月間とか、

月割りぐらいにしてくれると、で

きるかなぁ。。。 

おもしろいかもしれませんね。 

でも、ほんとにいっぱい愛してく

れてうれしいですよ。 

蓋を開けるまで心配でしたけど。 

わぁ〜、アリスってすごいなぁっ

て思いましたよ(笑)。 

自分たちでも半信半疑でしたから

ね。 

そんなにやるのも大変だけど、そ

んなに人来るのかなぁって。 

 

ツアーで演奏する曲はどういう風

に決めていったんですか？ 

 

べーやん 

まずはみんなが知っている、やっ

てほしそうな曲とかを並べていく

んですけど。。。 

そういう曲でもうだいたい埋まっ

ちゃうんですよ。 

これははずせないなってあるんで。 

その間にひょっと、自分たちの個

人的な思い入れだったりとか、そ

ういうマニアックなやつも入れて

みてね。 

 

ツアーの２部はヒット曲ばかりで

したね。 

 

べーやん 

そうですねぇ。今回は１部２部と

あったんで、その辺で新旧を入れ

替えようって感じでしたよね。 

 

他にこれを演奏してみたかったっ

ていう曲はあるんですか？ 

 

べーやん 

いや。。。これと言ってなかった。 

ほとんど演奏してない曲の方が多

いし。。。そういうのをやっても、

マニアックすぎちゃうし。 

それもどうだかなぁって。 
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東京ドームでは「夏の終わりに」

を歌われましたよね。 

 

べーやん 

あ～、センターステージで歌った

のね。 

あれは３人で演奏した後に僕のソ

ロコーナーになるんだけど、チン

ペイさんときんちゃんが、いった

ん退場するんだよね。 

その間を上手くつないでくれって

舞台監督に言われたんだけど、ド

ームだと大きいからその時間が長

いんですよ。 

当然、みんなの注意もそれちゃう

から、｢こりゃあ、喋ってもダメだ

ろうなぁ｣って思って、それで「い

い日旅立ち」と「夏の終わりに」

を歌って二人を送ろうと考えたん

ですよ。 

すごく良いアイディアでした。 

 

べーやん 

うん、こう言うことは全部僕にま

わされるんですよ。 

みんなから｢なんかやるだろう｣っ

て思われているんだよね(笑)。 

 

 

 

 

バックのメンバーはいかがでした

か？ 

すごく楽しそうに演奏されていま

したが。 

 

べーやん 

そうそう。それが本来ね。。。バ

ンドが持つグルーブ感というか、

ひとつのグループのようにまとま

ってくれればいいなと思っていた

んですけど、予想以上に頑張って

くれて。 

ステージ上で演奏しているメンバ

ーが楽しそうで、それが会場全体

に伝わっていって。 

終わった後に、みんなが「楽しそ

うに演奏していた良かったね」っ

て言っていました。 

 

べーやん 

まぁ、瀬戸谷さんは別として、他

はみんな息子みたいな年代なんで

すよ。 

僕らも息子をみるような目で、ど

うしても触れ合っちゃうし。 

彼らは彼らで、｢おとうさん達のた

めにがんばらなきゃ｣っていう、違

う力がね(笑)。 

いつもの彼らのステージとは、本

当は違うと思うんですよね。 

ほんとに楽しそうにやっていたか

ら。 

 

メンバー同士も見つめあっていま

せんでしたか？ 

 

べーやん 

そうですねぇ。 

けっこう、そうしないと。。。 

ちんぺいさんは特に目回しという

か。。。してるでしょ。 

あの人、昔からの癖なんですよ。

ギターを抱えてこう、右左って見

て回るの(笑)。 

僕は真正面が好きなんですよ。 

 

先日、２００１年の神戸のＤＶＤ

を観たんですけど、全然違うんで

すよ。 

今回の方が楽しそうな感じがしま

した。 
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べーやん 

あ〜、でてる？ 

 

２００１年の最後の大阪城ホール

でも、あんまりちんぺいさんとべ

ーやんで顔を見合わせるというシ

ーンはなかったんですよ。 

 

べーやん 

２００１年の時は本数があまりな

かったんですよ。 

それに大きい所ばかりでやってい

たんで、みんなそのことに必至で

ね。 

今回はちゃんとツアーを組まれて

いたんで、違いますよね。 

 

９月のステージなんて１６回もあ

ったから、ほとんど毎日一緒にい

た感じですよね？ 

 

べーやん 

そう、あれはけっこうきつい時だ

ったですね。 

 

７月、８月は土日にステージが集

中していたけど、９月は平日も加

わって、２日に１回ペースですご

いスケジュールでしたね。 

 

べーやん 

９月はすごかった。 

でも、自分一人だと乗り切るのに、

精神的にしんどいんだけど。。。

まぁ、みんなが同じ苦しさだろう

と思うと、なんか連帯感がでてく

るよね。 

 

コンサートが終わった後って、ど

うされていたんですか？ 

 

べーやん 

みんな。。。散り散りバラバラだ

ったねぇ。 

終わる時間も遅かったんで、それ

ぞれ部屋で食事したりとか。。。 

僕とちんぺいさんで食べる時もあ

れば、きんちゃんと食べる時もあ

ったし。 

昔の若い時代のように毎回打ち上

げやっていたら、次の日声がでな

いからね。 

みんな、それを知っているから明

日のために休んでおこうと。 

まぁ、みんなプロになったんだな

ぁって思いましたよ。 

昔はおかまいなく行ってましたか

ら。体力ももたなかったけど、そ

れでも行ってたね。 

でも、今回のツアーではスタッフ

が乗っていくバスに同乗して移動

した時もあったんですよ。 

島根から広島にはいったり、四国

は全部、全員そろってバスで移動

していましたね。 

 

開演前にアナウンスを入れるよう

になったのは、長野あたりからで

したか？ 

 

べーやん 

いや〜、憶えてないですねぇ。 

早めに舞台袖に着いて、なんとな

く盛り上げようかなぁって思って

やってみたんだけどね。 

 

神戸の時にちょうど、べーやんが

６０歳になられて、サプライズ企

画がありましたが。。。 

 

べーやん 

うん、びっくりしたね。びっくり

して、それから喜びが湧いてきて。 

ちんぺいさんの合図で出すように

なっていて、コンサートの間はみ

んな（プラカードを）隠していた

んだね。 

一番前の人なんかどうやって隠し

てたんだろうって思ったけど、ス

テージの段のところに立てかけて

いたんだって。よく考えるよねぇ。 

ほんと、楽しかったよ。 
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アリスのツアーを終えて、一人だ

けの活動に戻られたわけですが、

それ以前と変わったことってあり

ますか？ 

 

べーやん 

いや、もうソロの方が長くやって

いますからね。ちんぺいさんもそ

うなんだけど。 

それはもう問題ないですけどね。 

ないけど。。。やっぱり一人でや

っているステージの方がはるかに

しんどいなと思いましたね。 

自分で根回ししていくもんだから。 

アリスだとほっぽらかしておけば

ね、必ず（ちんぺいさんが）しゃ

べってくれるじゃないですか(笑)。 

自分がしなくてもしてくれると。 

してくれるし、ちんぺいさんがな

んかやっていたら、こっちも「あ

〜どうもぉ」とかって言ってこっ

ちで割り込んでいけばいいと(笑)。 

阿吽の呼吸がありますよねぇ。 

一人だと何か一服したいなぁと思

っても誰もやってくれないから、

自分で一服タイムを作らないとね。 

まぁ、両方楽しめるからね。 

 

アリスのステージでもべーやんの

語りがおもしかったんですが、ソ

ロの語りもおもしろいですね。 

ライブを観に行った時はいつも感

心しているんですが、そういう語

りはいつの時点で考えているんで

すか？ 

 

べーやん 

そうですねぇ、選曲で。。。やっ

ぱりこんな話がいいだろうなぁっ

て、おぼろげには決めてますよ。 

それをもっと短くしようとか、あ

そこのとこだけ抜粋しようとか考

えますけど。 

全体的には出たとこ勝負ですね、

いつも(笑)。 

 

昨年のことになりますが、水戸黄

門に出演されていましたが。。。 

 

べーやん 

あ〜(笑)、出たよ。うん。 

水戸黄門って毎回ゲスト主役みた

いな人が出ているんだけど、そこ

で歌手の堀内孝雄が出たら面白い

んじゃないかって。 

以前、はぐれ刑事にも何回か出て

いて、それを水戸黄門のプロデュ

ーサーが見ていてくれて、「堀内

さんは演技もお上手だから」なっ

て声をかけてくれてね(笑)。 

それで出演することになったんで

すよ。 

ほんとはお侍さんの役がよかった

んだけどねぇ。 

お侍さんはヒゲをはやしちゃいけ

ないらしくて。 

ドラマの役のためにこのヒゲを剃

る訳にいかないからねぇ。 

それで南瓜売りになっちゃったん

ですよ。 

でも、戦国武将はヒゲを生やして

いるんだよなぁ。 

 

そうですねぇ。信長とか生やして

ますよね。 

べーやん 

うん、武将はだいたい生やしてる。 

その時は「あ〜そうですか」って

納得したけど、考えてみたらいっ

ぱいいるんだよね(笑)。 

 

じゃあ。もっと偉いお侍さんの役

をやらせてくれって言えばよかっ

たんですね。 

 

べーやん 

そうだよ。ほんとだよ(笑)。 

役者をするのは楽しいですか？ 

 

べーやん 

うん、僕は嫌いじゃないですね。 

なんせ自分にない、想像しなきゃ

できないからね。 

想像が面白いんですよ。 

どうすればこの人になれるんだろ

うって。 

 

じゃあ、機会があればこの先も？ 

 

べーやん 

う〜ん、暇な時にね(笑)。 

あれは忙しい時だったんですよ。 

 

ドラマの撮影って時間を取られま

すよね。 

 

べーやん 

そうですね、あれで４日間かぁ。 

とびとびで４日間。 

山奥のロケもあってね。 

太秦の撮影所出発で兵庫の山奥と

か。朝早くて辛いんですよ。 

きんちゃんにはできないね。 

まず、こない(笑)。 
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こない。。。(笑) 

 

べーやん 

自毛で浪人役とかできそうだけど

ね(笑)。 

 

 

 

 

 

「３９ツアー」は２月１９日の練

馬、３月６日の習志野と行われま

したが、その後の予定はどうなっ

ているんですか？ 

 

べーやん 

「３９ツアー」はこれでもう終わ

りなんですよ。 

もう次の構想にはいっていてね。 

次は、僕がずっとギターを弾いて、

アコースティックライブにしよう

かなって考えていて。。。 

六本木のスイートベイジルＳＴＢ

１３９って所で、５月１４日と１

５日にやる予定です。 

そこはテーブルと椅子があって、

食事をしながら、お酒を飲みなが

らライブを楽しめるんですよ。 

 

どれぐらいの人数がはいれるんで

すか？ 

 

べーやん 

２５０人ぐらいのところで、僕も

何度かゲストで出たことがあるん

だけど、凄く良いところでね。 

みんな、うちうちな感じが。。。 

そんな雰囲気があるんですよ。 

 

２５０人ぐらいだと、ほんとにす

ぐ近くにべーやんがいるって感じ

ですね。 

 

べーやん 

そういうスタイルをこれから多く

していこうかなと。 

１５００人のキャパで遠くから見

るよりも、もっとフランクな感じ

で、すぐそこで歌っているって感

じにしてね。 

アコースティックライブってこと

は、編成もべーやん＋ピアノぐら

いで。。。 

 

べーやん 

いや、もう少し。。。ピアノ、ギ

ター、シンセで、プラス３人ぐら

いになるかな。 

まだ中身はまだ何も決まっていな

いので、これからしっかり考えて

いきますよ。 

 

楽しい、嬉しいライブになりそう

ですね。期待してます。 

◇ 

◇ 

◇ 

忙しい仕事の合間でのインタビュ

ーでしたが、楽しそうに応じてく

れたべーやんでした。 

ギター弾き語りで行われるＳＴＢ

１３９でのコンサートは、アリス

ファンにとってはきっと大満足の

ステージになると思います。 

このステージが成功して、これか

らのべーやんの新たな演奏スタイ

ルとなって、続けてもらえると良

いなと思います。 

 

※このインタビューは２０１１年

春に行われました。公開が遅れて

しまい、申し訳ありません。 
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２０１１年５月１４日土曜日、六

本木ＳＴＢ１３９、べーやんのア

コースティックライブ。 

ソロのコンサートは何度か観に行

っていますが、今回のライブは違

います。 

なんたってアコースティックライ

ブですから。 

ギターを持って弾き語りするべー

やんがたっぷり観られるのです。 

 

ワクワクしながら六本木の駅を降

り、駅からすぐのＳＴＢ１３９へ。 

会場前には同じ気持ちのべーやん

ファンが列を作っていました。 

入り口にはちゃんとライブを告知

するポスターが出ています。 

会場にはいり、友人達とビールで

乾杯し、軽く食事をしながら開演

を待ちます。 

オフ会のような雰囲気で、これか

ら始まるライブへの期待を語りあ

いました。 

 

そんな時間もあっと言う間に過ぎ

て、いよいよ開演の時間。 

暗転してサポートメンバーの演奏

が始まり、べーやんの登場です。 

前列のファンと握手した後で歌い

始めたのが『L.A. NITE』。 

いきなりソロのアルバムにしか収

録されていない曲です。 

期待を裏切らない選曲とべーやん

の歌声に惹き込まれていきます。 

 

１曲歌い終わった後で、｢こういう

ライブをやってみたかった｣と語

るべーやん。我々ファンもこうい

うライブを楽しみにしていたんで

すよ。 

そして、ステージに置いてあった

ギターを手にとり、｢オッケー｣と

声をあげた後に『あの日のままで』

のイントロが流れる。 

♪時が過ぎても、あの日のままの  

会場にいる全員の中に、それぞれ

の”あの日”が蘇っていたんじゃ

ないでしょうか。 

 

｢７６年、あの日のままで。そして、

８０年はこんな曲｣と言って演奏

されたのが『南回帰線』。 

４月に目黒のライブハウスで滝と

もはるさんが歌ったのを聴いたば

かりで、それぞれの『南回帰線』

を１カ月の間に聴いてしまいまし

た。次は是非お二人で一緒に歌っ

ていただきたいものです。 

 

曲が終わると拍手の音が消えぬう

ちに何やら動物の鳴き声が。。。 

｢めぇ～｣｢こけこっこぉ～｣ 

次の曲がピンと来た方も多かった

はず。。。そう『羊飼いの詩』。 

♪ハイリ～、ハ～イリッホ～ 

みんなで大合唱です。 
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本当は自分のソロ曲として出す予

定だったという『紫陽花』。 

八王子市民会館裏の土手で撮影し

たジャケットには霊が映っている

と、ちんぺいさんがラジオで話を

したら売り上げが上がったという

エピソードを語ってくれました。 

イントロのピアノが終わった後、

べーやんがギターを弾きながら歌

い始めようとした瞬間、｢あっ、カ

ポを忘れた｣と言って演奏を中断。 

｢じゃあ、歌のところから｣って、

いきなり歌い始めましたが、べー

やんの歌声にすぐに惹きこまれて

しまいました。しみじみと良い曲

ですね。 

 

そして、自分の名前がクレジット

された最初のレコードだからと仏

壇にお供えした『帰り道』。 

スリーフィンガーで奏でるイント

ロの後にべーやんの伸びやかな声

が響きます。 

 

ピアノのイントロにべーやんのギ

ターがメロディーをのせて『５年

目の手紙』。 

ちんぺいさんの歌詞とべーやんの

曲が作り出す世界に酔いしれてい

きます。 

２００９年のツアーを振り返り、

ちんぺいさんのＭＣが長いから、

きんちゃんはステージ袖でサンド

ウィッチを食べに行くんだけど、

僕は一応フロントにいるんで動け

ないんですよなんてエピソードを

語ってくれました。 

今ではアリスのステージでも、べ

ーやんもちんぺいさんと同じぐら

い、ひょっとするとちんぺいさん

よりも長くＭＣをしているかもし

れません。 

これもソロの活動で頑張ってきた

からだよなと思います。 

そのおかげで２００９年のツアー

があり、そして次のアリスを期待

できる環境があるのです。 

一部も終盤となり演奏されたのが、

『遠くで汽笛を聞きながら』。 

｢この曲ほどちんぺいさんの歌詞

に注文をつけたものはない｣と語

るべーやん。 

ちんぺいさんから｢だったら自分

で作ればいいじゃない｣と言われ

ても、｢作れないから言ってるんで

すってば｣と応えたそうです。 

そのこだわりがこれだけの名曲を

作ったんですね。 

 

そして、一部の終わりは『青春
ゆ め

追

えば』 

一部で既に観客は大満足です。 

３０分の休憩では、みんな笑顔で

いっぱいでした。 

 

 

 

 

 

『サマー・ワインに酔いしれて』

で二部がスタート。 

アリスが活動停止した翌年に出し

たアルバム｢ＤＡＹ ＢＲＥＡＫ｣

からの選曲です。 

 

このライブの最初にべーやんが語

っていた｢今日はデビューからの

年代を辿る｣という言葉どおりに

アリスの時代からソロ活動の時代

へと流れていきました。 

 

｢はぐれ刑事から２曲｣ということ

で『ガキの頃のように』と『竹と

んぼ』。 

この『ガキの頃のように』は当初

同じ事務所の田中義剛さんのため

に書いた曲だけど、義剛さんが歌

えないと言ってきたので、｢はぐれ

刑事｣の主題歌として自分で歌っ

たのだそうです。 

 

べーやんがＭＣで｢堀内孝雄は演

歌の方に行っちゃったって言う人

がいるけど、自分は変わっていな

い。ずっと変わっていない｣。 

アリスからのファンに伝えたい言

葉なんだと思いました。 

べーやんの曲が変わっていないの

は、多くのアリスのファンはわか

っているんだと思います。 

ただ、ギターを弾いて歌っていな

いことが寂しいのです。 

これはべーやんだけじゃなく、ち

んぺいさんに対しても同じじゃな

いかと思います。 

 

そして、ソロのべーやんを支えて

くれた３人の作詞家、小椋佳さん、
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荒木とよひささん、康珍化さんの

曲を聴き比べしてくださいと、『惜

春会』『さよならは云わない』『涙

を捨てる街』の３曲を続けて。 

それぞれの歌詞にそれぞれのメロ

ディー。 

すべてべーやんの書いた曲だけど、

やはりそれぞれの世界ができるの

が面白いですね。 

 

｢みんなに対して、いい歌が歌って

これたのかな？｣、いつもそう思っ

ているって語るべーやん。 

ファンを大事にしているべーやん

だから、本当にいつも自問自答し

ながら歌ってきたんでしょうね。 

 

ピアノのイントロに続いて歌い始

めた『愛しき日々』。 

この曲は、演歌のべーやんが好き

な人にも、アリスを好きな人にも

受け入れられる名曲だと思います。 

また、この曲が売れていなかった

ら、今のべーやんはなかったし、

アリスの復活もなかった。 

そんなことを考えながら聴き惚れ

ていました。 

 

二部の最後の曲にはいる前にギタ

ーを手に取りながら、このギター

はアリスの時代からずっと使って

いると紹介してくれました。 

そんなギターを弾きながら歌い始

めたのが『時の流れに』。 

♪人生はめぐりめぐり。。。 

この曲がラジオから流れていたあ

の頃を想いながら、サビの部分を

全員で歌いました。 

 

いったん袖にはいりブルーのジャ

ケットに着替えたべーやんがアン

コールに応えて再登場。 

ニコニコと嬉しそうに観客を眺め

ながら、｢なんだかほっとするね｣

と一言。 

初めての試みだったアコースティ

ックライブに手応えを感じたのか

もしれませんね。 

 

東北で震災があって、被災地に家

族がいるファンからもらった手紙

を紹介した後、自身も福島へ行っ

て歌った事を語ってくれました。 

 

震災の話の後で、｢順番を逆にすれ

ばよかった｣と言いながらも恒例

のグッズ紹介。 

個人的な話ですが。。。最近のべ

ーやんグッズについているマーク

がお気に入りなんです。 

既に一部終了後にいくつか購入済

みでした。 

 

新曲の『面影橋』でライブは締め

括られましたが、べーやんが袖に

はいっても拍手がいつまでも鳴り

やみませんでした。 

べーやんへの感謝の気持ちを込め

て。 

 

今回が初めてのアコースティック

ライブ。それも２５０人規模のラ

イブハウスでのステージ。 

 

先日、インタビューさせていただ

いた時には、｢これからはこういう

形式のライブをやっていきたい｣

と語っていました。 

動員も良く、観客の盛り上がりも

良かったこのライブ。 

きっと、べーやんは｢次もやろう｣

と思ってくれたはず。 

 

次はもっともっとべーやんソロの

初期に歌っていた曲をもっと聴か

せてくださいね。 

 

面影橋／時の流れに 

2011年 4月 27日発売 

1999年のアルバム｢青春のしっぽ｣

に収録されていた｢おもかげ橋｣を

リアレンジして収録。 

コンサートで歌われ、多くのファ

ンに支持されてきましたが、つい

にシングルカット。 

カップリングは、アリスファン泣

かせの｢時の流れに｣。 

ラジオから流れていたギターのＣ

Ｍソングで、これに触発されてギ

ターを始めた方も多いと思います。 
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住出勝則（すみでまさのり）。 

シグナルのメンバーとしてアリス

と同じヤングジャパンに所属し、

デビュー曲｢二十歳のめぐり逢い｣

が大ヒットした。その後もべーや

んとケインズを結成したり、ちん

ペいさんのバックでギターを演奏

したりと、アリスとは縁が深い。 

 

滝ともはる（たきともはる）。 

１９７９年から翌年にかけてベー

やんのソロコンサートツアーに同

行し、二人で歌った｢南回帰線｣が

大ヒットした。 

この方もアリスとは縁が深い。 

 

そんな二人が ５５歳にしてふた

たびめぐり逢い、意気統合してユ

ニットを結成し、４月１９日に目

黒の｢ブルースアレイ｣でライブを

行なった。 

その時にゲストミュージシャンと

して参加したのが、アリスの矢沢

透・きんちゃん。 

滝さんのボーカルと住出さんのギ

ターに、きんちゃんのコンガが絡

んで心地よい音楽が生み出された

素晴らしいライブでした。 

その後、７月には横浜のパラダイ

スカフェでライブが行われ、ここ

でもきんちゃんがゲストとして参

加していました。 

 

そのライブのＭＣでは、住出さん

が｢きんちゃんがたくさんお客さ

んを連れてきているけど、僕と滝

くんの二人が自立してやっていけ

るようになって、きちんと”きん

離れ”しないといけないんだ｣な

んて言っていたので、あくまでも

きんちゃんはゲストなんだなと思

っていました。 

 

ところが、９月になってきんちゃ

んが正式に住出さんと滝さんのユ

ニット参加するという話が出てき

ました。 

 

３人で結成したグループの名前は

“HUKUROH”。 

 

その由来は、｢丌苦労で音楽を楽し

みたい｣という気持ちからだとい

う説もありましたが、どうやら単

純に｢鳥のフクロウ｣からという説

が正しいようです。 

そんな“HUKUROH”のファース

トライブが１０月７日に大阪、９

日に東京で行われることが決まり

ました。 

 

スポーツ新聞で取り上げられたり、

リハーサルの模様がＹｏｕＴｕｂ

ｅで公開され、きんちゃんの新曲

が用意されていると発表されるな

ど、ライブに向けて盛り上がって

きました。 

 

きんちゃんがアリス以外でバンド

を結成するのは、８２年のＢＬＥ

ＮＤ以来、２９年振りですから。 

“HUKUROH”への期待はどんど

ん高まっていきます。 

そして、東京でのライブ当日。 

開演３０分前に目黒の｢ブルース

アレイ｣に到着した。 

 

ここは食事をしながらライブを楽

しむ大人の空間。 

 

軽くビールを飲みながら待ってい

ると、１５０人ほどの席は開演時

にはほぼ満席になった。 

 

S P E C I A L  L I V E  R E P O R T   
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ステージを見ると中央にコンガが

セッティングされています。 

一番前の席から１m もないぐらい

の場所です。 

私の席は後ろの方になりましたが、

それでも武道館の一列目よりもき

んちゃんに近い。。。 

こんなに近くできんちゃんのプレ

イが観られるなんて、それだけで

ドキドキしてきます。 

 

照明がやや暗くなり、住出さんと

滝さん、そしてきんちゃんが登場。 

コンガの前に座るきんちゃん。 

近いです。やっぱり近い。 

なんだか観る方も緊張してくる距

離ですが、そんな中ではじまった

１曲目は｢下北 TOWN WOMAN｣。 

ノリのいいブルースで、“♪下北

沢にぃ～”と歌い出すところを”

♪東京ぉ目黒にぃ～”と歌った住

出さん。 

最初からとばしてます。 

 

そして２曲目は“CHANGE THE 

WORLD”。 

クラプトンに負けない住出さんの

ギタープレイ。そしてボーカル。 

住出さんの甘い歌声に、太くてマ

イルドな滝さんの歌声、ふたつの

声が溶け合って、力強くもあり、

優しくもある素敵なコーラスにな

ります。 

 

若い頃に同じ事務所で活動してい

た二人が３０年もの時を経て再び

出会い、一緒に音楽をやることを

本当に楽しんでいるのが伝わって

きます。 

そんな二人のサウンドに｢僕も一

緒に楽しませてよ｣ときんちゃん

のコンガが加わってくる。 

ん～、“HUKUROH”っていいグ

ループだぁ。 

 

３曲目はビリィジョエルの｢素顔

のままで｣。 

東京だけで演奏された曲です。 

大阪ではこの曲の代わりに｢浪漫｣

という滝さんの曲が演奏されまし

た。 

 

滝さんが｢“HUKUROH”はメン

バー全員が副業を持っておりまし

て。。。｣と紹介してくれました。 

滝さん自身は横浜の馬車道でパラ

ダイス・カフェというライブバー

を経営されています。 

 

きんちゃんはアリスファンの聖地

となっている六本木の AGATHA

や、神保町の RimShot というギ

ター専門店を経営されています。 

 

そして、住出さんの副業はギタリ

スト。“HUKUROH”でもギター

を弾いているじゃないと言われる

かもしれませんが、住出さんの場

合はただギターを弾くだけではな

いんです、 

 

実はこの方、世界的に評価されて

いるスーパーギタリストなんです。 

元シグナルでケインズやちんぺい

さんのバックバンドでギター演奏

をしてきた住出さんですが、オー

ストリアでの武者修行の末に｢Ｍ

ａｓａＳｕｍｉｄｅ｣として、海外

でも有名なギターリストになられ

ました。 

 

そんな住出さんのギタープレイを

生で、こんな目の前で披露してく

れました。 

曲は｢INTO THE FIRE｣。 

弦を弾く（ひく）だけでなく、弾

く（はじく）、叩く、そしてボディ

まで叩く。まさに息をつく間もな

いぐらいに超絶プレイの連続です。 

パーカッシブでありながら、６本

の弦をきれいに奏でる。 

演奏が終わった後に見せる住出さ

んの｢ドヤ顔｣がたまりません。 

こんなに凄い技巧派のギタリスト

なのに、お笑いの要素たっぷりな

んです。 

 

そんな住出さんが実にいきいきと

次の曲を紹介してくれました、 

｢ＧＳ特集｣。 

｢ガソリンスタンドじゃないんで

すよ｣というお約束のギャグまで

飛び出し、ザ・タイガースの｢シ

ー・サイド・バーン｣と、続いてザ・

スパイダースの｢バン・バン・バン｣

をメロディーで。 

滝さんが楽しそうに｢ゴ～ゴ～♪｣

と合いの手を入れます。 

そしてＧＳ特集の締めは Wilson 
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Pickett の｢ダンス天国｣ 

やはり、リアルタイムで聴いてい

た方が多いのか、かなり盛り上が

り、最後は観客も一緒に大合唱と

なりました。 

 

先ほどはギタリストとしての住出

さんを楽しませてもらいましたが、

今度はシンガーとしての住出を楽

しむ番になりました。 

シグナル時代のヒット曲（本人は

ヒットの前に”中”が付くと言っ

ていましたが）｢ＢＧＭはため息

で｣。 

サビの部分では決めの手拍子がち

ゃんと入って、盛り上がりました。 

 

｢今度は滝ともはるが輝く番がや

ってきました｣と紹介されて、１部

の最後にはかつてべーやんと二人

で歌った｢南回帰線｣。今日は住出

さんとのデュオです。 

きんちゃんがこの曲でコンガを叩

くのも“HUKUROH”ならでは

ですね。 

大いに盛り上がり、｢ありがとう｣

｢サンキュー｣の渦の中で１部終了。 

 

２部が始まるまで、しばし食事や

飲み物をオーダーしつつ、同席に

なった方と歓談。 

シグナルのファンだとおっしゃる

方と話ができましたが、学生の頃

にファンになった人たちをずっと

追っているもの同士、けっこう話

があうものです。 

元シグナルの浅見さんのギターを

聴きにべーやんのコンサートに行

かれるんだとか。。。なかなか熱

い方でした。 

  

場内が暗くなり、２部のスタート

です。 

 

２部は｢Groovin’｣でしっとりと

始まりました。 

こんなブルージィな曲に滝さんの

渋く温かな声がぴったりとはまり

ます。 

続く｢HAPPY TOGETHER｣では

きんちゃんも加えた３人のコーラ

スを聴かせてくれました。 

これもアリスでは聴けない、

“HUKUROH”ならでは光景で

すよね。 

きんちゃん本人は、｢コーラスって

言ってもア～ウ～言っているだけ

だけどね｣と照れ隠ししていまし

たが。。。 

 

“HUKUROH”のＭＣは実に楽

しい。 

住出さんの“客を楽しませるツボ”

を心得たボケに、滝さんのちょっ

ととぼけたつっこみ。 

そして、アリスではあまり観られ

ないきんちゃんのトーク。アリス

の１０倍はしゃべってくれます。 

ＭＣの時間は六本木できんちゃん

が経営しているお店｢ＡＧＡＴＨ

Ａ｣にいるような気分になるぐら

い、くだけた楽しい雰囲気になっ

てしまいます。 

 

｢家族の物語｣は滝さんが紅白歌合

戦への出演を狙ったというウエデ

ィング・ソング。父親が娘を嫁に

出す心情をじっくりと歌いあげて

くれました。滝さんの歌声が心地

よく響いてきます。 

 

そして、このライブの目玉のひと

つ。きんちゃんが作った新曲のお

披露目。なんと住出さんのギター

を借りての弾き語りです。 

 

きんちゃんのギター弾き語りは、

｢ファーストライブ｣の｢白い夏｣以

来です。｢サンセット｣ではギター

演奏はしたけど歌っていないし、

｢エンドレスロード｣では喋りだけ。

｢栄光への脱出｣では歌って踊って

いたし、それ以降ではピアノで弾

き語りでしたから。。。 

きんちゃんのギター弾き語りとい

うのも“HUKUROH”ならでは

のスタイルになるんでしょうね。 

 

きんちゃんの｢LOVE SONG は忘

れない｣に続く、１０年振りの新曲

のタイトルは｢風に星に君に｣。 
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きんちゃんらしい歌詞とメロディ。 

そして、きんちゃんの歌声が優し

く包んでくれます。 

 

きんちゃんの曲というと、ついつ

い｢べーやんが歌ったらどうなる

かなぁ？｣って考えてしまうので

すが、この曲はきんちゃんの声が

合いますね。 

 

きんちゃんがコンガに戻って、も

うひとつに新曲｢ＵＢＵな女｣。 

こちらは住出さんが書いた曲に、

滝さんが歌詞をつけています。 

アップテンポでかっこいい曲に仕

上がっていますが、住出さんが｢久

しぶりに出会った男達の友情を語

る歌詞にして｣と滝さんに注文し

たそうですが、できた歌詞のタイ

トルが｢ＵＢＵな女｣。。。なんて

裏話を語ってくれました。 

 

このグループは、タイプが違う滝

さんと住出さんのツインボーカル

に、住出さんのギタープレイが生

み出すサウンドが魅力。 

それにきんちゃんのリズムが加わ

って魅力３倍増になります。 

 

ライブも終盤にさしかかり、シグ

ナル時代の”大”ヒット曲｢２０

歳のめぐり逢い｣。 

きんちゃんは奥に下がって、住出

さんと滝さんのコーラス、サポー

トキーボードの堺さんで演奏され

ました。 

 

２部の最後を飾るのが｢SWEET 

HOME CHICAGO｣。 

滝さんの声はこんな曲にぴったり

ですね。 

そこにきんちゃんのコンガが心地

よいリズムを刻み、住出さんのギ

ターがカッコ良くかぶってくる。 

まさにこのユニットの真骨頂とい

うべきサウンドでたたみかけてき

ます。 

 

曲の途中でメンバー紹介をかねた

ソロプレイで、きんちゃんは楽し

そうにコンガを叩いてました。 

 

そして、盛り上がったまま、アン

コールに突入。 

エリック・クラブトンの｢LAYLA｣

を“HUKUROH”流にアレンジ

して、じっくりと聴かせてくれま

した。 

 

さらに、滝さんが｢横浜の熱い男｣ 

と紹介した米重優哉さんがゲスト

出演。彼は滝さんのパラダイスカ

フェのレギュラーアーティストで、

実力派の若手シンガー。 

滝さん曰く｢我々”HUKUROH”

の子供みたいな存在。いわば子ブ

クロウ｣。。。 

｢大先輩の前で歌うのは緊張する｣

と言いながら、｢HONKY TONK 

WOMAN｣をド迫力の歌声で披露

してくれました。 

 

最後の曲は意外な選曲。 

堺正章さんの｢街の灯り｣で、しっ

とりと締めくくってくれました。 

 

ＢＬＥＮＤ解散以来、アリス以外

での音楽活動がほとんどなかった

きんちゃんが、こうしてステージ

に立って演奏してくれることは嬉

しいですね。 

｢アリスのきんちゃんなのに｣と思

われる方も多いと思いますが、た

とえアリスでなくても、ミュージ

シャンとしてのきんちゃんを観る

機会が増えるのは、とっても意義

のあることだと思います。 

これからの”HUKUROH”の活

躍が楽しみです。 
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｢アリスの飛行船｣が再離陸した２００１年７月１１日からホー

ムページのアクセス数が１００万を突破！！ 

それを記念して、アリスのメンバー３人がそれぞれ船員さんに向

けてメッセージを送ってくださいました。 
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アリスの飛行船 － AIRSHIP OF ALICE 
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２０１１年１２月２５日発行 


